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七
千
円
竿
が
そ
の
主
な
も
の
で
す
。

一
土
木
管
理
賓
一

①
土
木
総
務
費
Ⅱ
三
四
、
三
九
七
千
円

職
貝
給
料
、
渚
手
当
な
ど
で
大
半
を

占
め
、
鋸
用
我
で
は
、
燃
料
税
が
三
百

四
十
万
円
、
修
繕
雛
五
十
万
円
、
伽
舳

購
入
盤
で
は
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
購
入
猫

四
百
万
円
、
ダ
ン
プ
カ
ー
（
四
ト
ご

聯
入
聾
二
百
三
十
万
円
が
主
な
も
の
で

す
。

一
道
路
橋
梁
費
》

①
道
路
維
持
養
川
Ⅱ
四
、
○
六
○
千
円

砂
利
購
入
代
五
十
万
円
、
砂
利
運
搬

敷
込
代
三
百
二
十
五
万
円
、
ヒ
ュ
ー
ム

符
お
よ
び
蓋
代
二
十
五
万
円
が
主
。

②
道
路
新
設
改
良
費
Ⅱ

三
五
、
六
○
○
千
円

側
溝
整
備
八
百
五
十
万
円
、
道
路
識

岸
整
備
四
百
五
十
万
円
、
道
路
舗
装
整

備
一
千
万
円
、
広
域
行
政
圏
道
路
整
伽

一
千
二
百
万
円
の
工
聯
諦
負
我
が
主
。

③
橋
梁
維
持
費
Ⅱ
一
○
○
千
円

橋
梁
修
理
原
材
料
饗
の
十
万
円
。

津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
の
負
担
金

五
千
三
百
九
万
三
千
円
を
は
じ
め
、
報

酬
百
四
十
万
二
千
円
、
第
二
分
団
（
川

倉
）
に
配
憧
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
．
（
菰

載
車
ぎ
装
共
）
購
入
饗
百
八
十
六
万
円

等
が
主
で
す
。 消

防
力
強
化
に

一
割
五
千
三
百
万
円

脇
津
軽
北
部
消
防
事
務
組
合
へ

哨
鋪
二
分
団
《
川
倉
）
鰕
撫
第
鮮

却
消
防
費
一

①
常
備
消
防
費
Ⅱ
五
三
、
○
九
三
千
円

津
軽
北
部
消
防
聯
務
組
合
負
担
金
五

千
三
百
九
万
三
千
円
。

②
非
常
備
消
防
雫
Ⅱ
四
、
七
七
七
千
円

④
雪
寒
地
域
道
路
事
業
費
Ⅱ

’
○
、
五
○
○
千
円

旅
饗
六
万
七
千
円
、
印
刷
製
本
識
十

一
万
五
千
円
の
ほ
か
、
大
東
ヶ
丘
線
改

良
邪
業
工
聯
諦
負
我
一
千
三
十
万
円
が

主
で
す
。一
河
川
費
一

①
河
川
総
務
喪
Ⅱ
一
、
八
六
三
千
円

岩
木
川
堤
防
符
理
委
託
料
百
十
万
円

金
木
川
、
小
田
川
堤
防
雑
木
苅
払
委
託

料
三
十
万
円
の
ほ
か
、
食
紐
我
五
万
円

一
住
宅
費
一

①
住
宅
管
理
費
Ⅱ
一
、
五
五
四
千
円

旅
饗
五
万
円
、
修
理
聾
百
四
十
六
万

円
、
駅
裏
住
宅
敷
地
借
上
料
三
万
四
千

円
。
②
住
宅
建
設
費
Ⅱ
五
四
、
五
七
七
千
円

職
貝
給
料
、
旅
饗
の
ほ
か
、
七
十
四

万
八
千
円
の
需
用
識
、
第
二
穂
簡
易
耐

火
構
造
平
屋
趣
二
十
戸
分
三
千
八
百
七

十
八
万
円
、
給
排
水
施
投
改
良
識
百
三

十
万
円
、
公
憐
住
宅
建
設
用
地
購
入
饗

一
千
三
百
万
円
が
主
な
も
の
で
す
。

ゞ
ｌ萬
喜
良
市
小
学
校
改
築
と

一
幸
閂
魎

中
央
公
民
館
建
設
費
に

一
７Ｌ
教
噛

嘉
瀬
小
学
校
プ
ー
ル
も

Ｌ昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
三
年
の
継
続
④
学
校
プ
ー
ル
建
築
費
Ⅱ

聯
業
で
あ
る
再
良
市
小
学
校
改
築
工
堺
一
七
、
一
七
五
千
円

及
び
二
ヵ
年
継
続
の
中
央
公
民
館
建
投
《

工
蛎
と
班
瀬
小
学
校
プ
ー
ル
建
投
な
ど
一
中
学
校
費
一

に
よ
り
、
教
育
饗
は
特
に
大
き
く
、
総
①
学
校
管
理
黄
Ⅱ
二
、
九
五
六
千
円

呼
唖
や
一
二
壱
”
鐸
岬
睦
粘
心
但
州
癖
遮
②
教
育
振
興
費
Ⅱ
四
○
○
千
円

い
ま
す
。
一
社
会
教
育
費
《

》
教
育
総
務
費
一

①
社
会
教
育
総
務
費
Ⅱ

①
教
育
委
員
会
費
Ⅱ
一
五
八
千
円

六
、
六
三
六
千
円

人
件
饗
の
ほ
か
、
需
用
饗
三
十
二
万

委
貝
報
酬
と
旅
我
で
す
。

二
千
円
、
負
担
金
補
助
が
三
十
四
万
四

鳩
鰭
薪
、
駕
鮮
囎
鯆
千
円
が
主
な
も
の
で
す
。

保
険
料
が
百
五
十
六
万
六
千
円
、
修
学
②
中
央
婦
人
学
級
費
Ⅱ
一
一
一
○
千
円

旅
行
、
学
用
舶
我
、
通
学
饗
補
助
等
が
③
高
令
者
学
級
費
Ⅱ
四
一
一
一
○
千
円

三
百
十
四
万
二
千
円
、
県
地
教
連
、
北
④
公
民
館
費
Ⅱ
一
○
、
一
一
四
四
千
円

五
地
教
連
、
学
校
長
会
、
北
五
中
体
連
人
件
聾
の
ほ
か
、
術
舳
購
入
饗
五
百

県
小
教
研
、
県
中
教
研
負
担
金
及
び
通
十
万
円
が
主
で
す
。

学
パ
ス
助
成
税
等
七
十
四
万
円
と
な
っ
⑤
家
庭
教
育
学
級
費
Ⅱ
四
五
○
千
円

て
い
ま
す
。
⑥
冑
年
教
室
費
Ⅱ
四
五
千
円

⑦
校
庭
開
放
事
業
賓
Ⅱ
四
○
○
千
円

《
小
学
校
費
一
指
導
員
謝
金
、
消
耗
品
我
、
卓
球
台

①
学
校
管
理
費
Ⅱ
四
一
、
一
壺
皿
吾
卵
鰄
酔
副
狸
酔
塞
鑑
咋

②
教
育
振
興
費
Ⅱ

一
六
八
、
九
六
○
千
円
へ

③
学
校
建
築
費
Ⅱ
一
一
九
、
九
七
○
千
円
⑨
青
少
年
問
題
協
議
会
鷺
Ⅱ
二
○
八
千
円

一

報
酬
百
四
十
万
二
千
円
、
表
彰
、
弔

慰
謝
礼
な
ど
の
報
償
饗
二
十
万
円
、
旅

獅
二
十
万
円
、
濡
用
聾
九
十
六
万
七
千

円
、
，
ハ
ッ
テ
リ
ー
、
ホ
ー
ス
の
購
入
聾

四
十
万
八
千
円
、
各
稚
団
体
の
負
担
金

お
よ
び
助
成
金
等
で
百
二
十
九
万
一
千

円
で
す
。

③
消
防
施
設
費
Ⅱ
｜
｜
、
四
一
○
千
円

屯
所
（
更
生
部
落
）
改
築
、
防
火
水

そ
う
修
理
五
十
五
万
円
、
小
型
動
力
ポ

ン
プ
（
械
載
車
ぎ
装
共
）
購
入
弾
百
八

十
六
万
円
。

④
水
防
費
Ⅱ
二
○
八
千
円

炊
き
出
し
、
修
繕
料
な
ど
需
用
饗
八

万
八
千
円
、
備
蓄
告
材
五
万
円
、
水
防

団
へ
の
助
成
金
五
万
円
等
で
す
。

「
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ喜
湛
噸
湾

肩
癖
①
元
金
Ⅱ二
八
、
七
八
九
千
円

ｌ

｜
い
吟
、
長
期
償
償
還
元
金
（
長
期
借

入
金
の
本
年
度
返
済
元
金
）
で
す
。

②
利
子
Ⅱ
三
一
、
六
五
○
千
円

長
期
償
償
還
利
子
お
よ
び
一
時
借
入

金
の
利
子
で
す
。

③
公
償
諸
費
Ⅱ
一
五
○
千
円

長
期
債
元
利
支
払
手
数
料
で
す
。

》
予
備
費
一
一

①
予
備
畳
Ｉ
二
、
○
○
○
千
円

基
金
穣
立
金

①
奨
学
金
貸
与
基
金
積
立
金
Ⅱ

八
六
四
千
円

一
保
健
体
育
費

①
保
健
体
育
総
務
費
Ⅱ
一
六
七
一
気

①
保
健
体
育
総
務
費
Ⅱ
一
六
七
一
千
円

②
社
会
体
育
費
Ⅱ
一
、
二
九
千
円

③
体
育
施
設
費
Ⅱ
九
四
○
千
円

グ
ラ
ン
ド
盤
備
、
周
囲
フ
エ
ン
ス
エ

事
な
ど
が
主
で
す
。

．
公
営
企
業
受
一

水
道
事
業
特
別
会
計
出
資
金
Ⅱ

二
四
、
七
七
八
千
円

》
特
別
会
計
繰
出
金
《

国
保
特
別
会
計
（
直
診
勘
定
）
繰
出
金
Ⅱ

二
四
、
七
七
八
千
円

ロ
。
β
ｃ
凸
辱
０
■
■
輔
”
Ｐ
■
令
β
タ
マ
、
』
夕
巳
『
■
〃
や
▽
■
ク
白
守
・
少
■
Ｔ
Ｂ
Ｄ
■
▼
ｂ
ダ
ａ
Ｐ
●
Ｇ
８
■
Ｃ
ｐ
ｅ
Ｄ
Ｑ
■
①
０
や

一
予
鯵
撫
耐
費

版
１
１
二
○
○
万
○
千
円

諸
支
出
金

八
六
万
四
千
円
ゞ

I。．

Ｍ
垣
、

叱
戸
耐

珊
就

打
門
Ⅱ

刑
加
配
四
Ｍ
Ⅱ

閲
印
刷

肘
Ⅷ叩

Ⅶ
祁

圭
Ⅲ
。
Ⅱ
．

面
面

｝
皿
｝
１

面
一
皿

皿
．
別

｛
叩
叩

一
別
一
剛

Ⅱ
唖

巫
．
宰

胆
紬
型
而

叱
孟
詔

埋
酷

型
”
郡

班
幸
犯

加
一
魂

幽
詑
凹
認

一
町
．
胆

・
巫
面

而
亜
覗
師

・
咽
一
叩

一
吋
、

梱
僻

一
昭
一
榊

叩
Ⅲ

一
“
・
叩

脾
一
川

崎
耐
叩
叩
耐
郁

Ⅱ
一
隅

的
一
塒

禍
一
観

押
一
祁

蝿
．
砠

智
一
》

即
諾

伽
．
部

杣
旧
囲
聞Ⅶ

語
Ｍ

ｏ
ｏ
剣

守
心
凸

皿
埼

顕
屍
詞

叩
堂
監

》
》

壷
．
輻》》

》
－
９
｜

鉾
一
姪
．

唖
姓

器
辛
口
醒
一

砕
一
》

ｆ
手
Ｆ

時
子
瞳

Ｊ
畦

曜
一
Ｍ
一

Ｇ
日
｝

奉
亘
母
一

》
一
》

己
恥
四
吋

踞
汕
珊
岫
Ⅲ
叫

団
・
皿

窃
・
葛

甜
▽
・
”
．

疵
、
・
叩
．

耶
蘭

ｌ
宮
４

か
一
雨

帥
時

啓
一
《

一
》

一
一

UII
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八
月
六
日
、
役
場
三
階
会
議
室
に
於
か
り
ま
し
ょ
う
。

い
て
、
諸
機
関
・
体
団
・
職
域
・
地
域
②
お
た
が
い
に
困
る
習
俗
は
あ
ら
た
め

の
代
表
者
が
集
ま
り
、
金
木
町
に
ふ
さ
ま
し
よ
う
。

わ
し
い
新
生
活
運
動
の
方
向
を
見
極
め
③
む
だ
の
な
い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

町
民
こ
ぞ
っ
て
実
践
し
よ
う
と
、
金
木
〕
若
い
力
を
伸
ば
す
明
る
い
環
境
を
つ

町
新
生
活
運
鋤
推
進
協
雛
会
を
結
成
し
く
り
ま
し
ょ
う
。

ま
し
た
。
と
し
、
次
に
九
つ
の
実
践
項
目
を
決
め

こ
の
協
議
会
は
、
家
庭
・
職
場
・
社
ま
し
た
。

会
を
通
じ
金
木
町
に
適
し
た
生
活
環
境
①
公
私
の
生
活
信
条
の
昂
揚

の
碓
立
と
生
活
の
合
理
化
を
図
り
、
明
②
時
間
の
尊
亜

る
く
楽
し
い
町
の
生
活
を
創
造
し
福
祉
③
結
婚
祝
賀
会
の
簡
素
化

社
会
を
築
く
た
め
の
町
民
運
励
を
展
開
④
葬
儀
の
冗
醤
節
約

す
る
こ
と
を
以
っ
て
目
的
と
し
ま
す
。
⑤
各
諏
贈
答
の
検
討

会
長
に
は
、
こ
の
運
動
の
推
進
に
大
変
⑥
交
通
道
徳
の
昂
揚

意
欲
的
な
大
橘
忠
勝
町
長
が
万
場
一
致
⑦
生
活
環
境
の
検
討

で
推
せ
ん
さ
れ
、
副
会
長
に
は
町
議
会
⑧
健
康
管
理

野
宮
雄
造
副
議
長
、
高
橘
元
弥
商
工
会
⑨
豊
か
な
生
活
実
現
へ
の
努
力

長
、
相
馬
京
子
連
合
婦
人
会
長
が
そ
れ
以
上
で
す
が
、
本
年
度
は
特
に
②
③
④

ぞ
れ
推
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

坪
苓
》
細
錘
幟
醇
制
岬
儒
轟
哩
岬
椎
蝿
心
』
》
叩
群
融
峰
岼
岬
嘩
註
謹
咋
凱
鐸

錘
嘩
託
註
牲
鍵
が
鍼
一
睡
郵
輌
醒
捗
堆
椎
睡
韮
琴
蹄
識
酔
叩
湘
癖
準
鍛
噸
や
鋤

埜
碑
諦
跡
知
唖
皆
壁
必
』
柚
』
浄
釦
鍬
酢
》
却
塀
神
識
洞
礒
蔀
謡
か
伸
搾
娠
緬

む
た
め
の
正
し
い
在
り
方
を
考
え
る
と

共
に
、
公
私
の
生
活
を
刷
新
し
、
融
和
輌
珪
錘
醜
壁
津
管
、
華
美
な
風
習
は

鱸
澱
鰈
猫
諜
誤
誰
羅
＠
新
し
い
結
婚
祝
賀
会
の
進
め
方
に
よ

と
す
る
、
と
決
め
ま
し
た
。

っ
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
．

具
体
目
標
と
し
て
は
、
と
し
、
結
納
は
お
金
で
三
十
万
円
以
下

①
家
族
ぐ
る
み
で
生
活
の
合
理
化
を
は
祝
儀
は
三
千
円
以
下
。
出
来
る
だ
け
本

会
長
に
は
大
橋
忠
勝
町
長

人
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
会
掛
制
を

す
す
め
る
。
④
に
つ
い
て
は
、

①
葬
儀
は
厳
粛
に
、
経
費
は
節
約
す
る

よ
う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

＠
通
夜
の
お
酒
接
待
、
お
土
産
提
供
は

廃
止
し
ま
し
ょ
う
。

ｅ
供
花
・
花
輪
・
供
物
類
は
自
粛
し
ま

し
ょ
う
。

と
し
、
特
に
花
輪
に
つ
い
て
は
、
花
輪

料
と
し
て
二
千
円
を
供
え
、
農
協
推
せ

ん
の
カ
ラ
ー
ポ
ス
タ
ー
を
使
用
す
る
。

香
典
は
一
般
は
五
百
円
以
下
と
し
、
香

典
返
し
は
礼
状
と
す
る
等
が
主
と
し
て

決
ま
り
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は

後
日
毎
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
の
で

六
月
二
十
よ
り
旧
鴬
林
署
跡
に
於
い

い
て
金
木
町
商
工
会
青
年
部
主
催
の
中

国
物
産
展
が
開
催
さ
れ
、
好
評
を
博
し

ま
し
た
が
、
同
青
年
部
で
は
、
利
益
金

の
殆
ど
を
青
少
年
の
健
全
育
成
に
役
だ

蕊謹釜
e●①■■■■■｡■

●･■｡□●●■PC■

鑿 恭

学蕊窯；
§阜裟;織裟
＝錘§§蕊；

;忌難蕊
撫溌蕊
●■■■｡●0｡●町9
口●.●ロ.｡..｡｡．｡.････ﾛ．
一口甲●｡●■■●G●

利
益
金
を
町
に
寄
付

御
協
力
を
寺
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
実
践
地
区
又
は
実
践
グ
ル
ー

プ
に
指
定
を
受
け
た
い
方
は
事
務
局
（

教
育
委
員
会
社
教
）
へ
お
知
ら
せ
下
さ

い
。

餓
後
に
、
こ
の
協
議
会
は
町
民
の
幸

せ
を
高
め
、
生
活
を
改
善
す
る
方
向
を

求
め
る
た
め
に
存
在
価
値
が
あ
る
の
で

す
し
、
実
践
は
す
べ
て
の
町
民
で
す
か

ら
、
住
民
運
動
の
一
つ
と
し
て
進
め
ら

れ
ま
す
。
従
っ
て
、
町
民
の
一
人
一
人

の
御
意
見
、
ア
イ
デ
ア
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
事
務
局
へ
艀
し
ど
し

御
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
る
こ
と
を
お
願

い
し
ま
す
。

て
よ
う
と
、
金
木
小
・
中
学
校
に
は
僻

操
教
育
用
と
し
て
「
中
国
麦
偕
画
（
左

記
写
真
）
」
一
点
ず
つ
を
寄
贈
、
ま
た

少
年
団
体
育
成
費
の
一
部
に
当
て
る
よ

う
に
と
町
に
過
分
の
寄
付
を
申
し
出
、

快
く
青
年
部
の
善
意
を
受
け
た
町
長
は

早
速
、
教
育
委
員
会
と
計
っ
て
、
趣
旨

に
沿
う
よ
う
、
子
ど
も
会
育
成
等
の
た

め
に
有
意
義
な
使
途
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

一
一

ｍ輝ｍ
癖
１
１
Ｍ
ｍ
仙
嘩
池
皿
、
、
Ⅲ
凶

ｒ
曲
ｒ
■
で
も
汀
匝
■
■

二房I巴胃一
～

一
一

ー脚仰BI

…ⅡI

(7）
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青
森
県
農
業
青
年
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農

業
覗
情
視
察
団
の
一
員
と
し
て
、
九
月

三
日
か
ら
十
九
日
間
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

六
ヶ
国
、
西
ド
イ
ツ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
、
イ

タ
リ
ア
の
農
業
恋
情
視
察
を
目
的
に
、

揺
れ
動
く
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
農
業
と
生

活
状
況
な
ど
を
見
て
き
た
。

限
ら
れ
た
日
程
で
走
り
廻
り
、
ほ
ん

の
一
部
を
か
い
ま
見
た
感
じ
で
あ
る
が

生
き
た
現
実
に
接
し
、
先
進
農
業
国
の

経
営
、
農
業
に
対
す
る
考
え
方
、
都
市

の
生
活
状
況
な
ど
、
そ
の
新
し
い
知
識

と
考
え
方
を
学
び
と
る
こ
と
が
で
き
た

妓
初
の
訪
間
国
は
西
ド
イ
ツ
だ
っ
た

こ
の
国
は
工
業
化
が
進
み
、
産
業
櫛
造

の
変
化
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り
、

農
業
に
従
事
す
る
労
働
力
不
足
、
そ
れ

に
伴
う
機
械
化
と
、
我
国
と
共
通
し
た

悩
み
を
も
っ
て
い
る
だ
け
に
興
味
深
い

国
で
あ
っ
た
。

こ
の
国
の
農
業
政
策
は
、
我
国
よ
り

十
年
先
を
走
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た

農
業
構
造
改
善
政
策
（
ほ
場
整
備
、
農

場
移
転
、
経
営
拡
大
を
進
め
る
政
策
）

農
業
機
械
の
利
用
方
法
（
共
同
購
入
、

共
同
利
用
に
対
す
る
助
成
）
な
ど
が
あ

西
ド
イ
ツ
の
農
業

|識
r

り
、
一
九
五
八
年
に
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン

グ
が
提
唱
さ
れ
、
一
九
六
二
年
に
シ
ュ

タ
デ
ー
地
区
に
ホ
ル
ネ
プ
ル
、
ベ
ッ
ク

ド
ル
フ
と
続
い
て
設
立
さ
れ
、
そ
の
成

果
が
世
界
の
注
目
を
あ
び
て
い
る
。

ア
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
と
は
農
業
機
械

銀
行
と
訳
さ
れ
、
農
業
の
機
械
化
貧
乏

の
解
消
打
開
策
と
し
て
注
目
を
あ
び
て

お
り
、
興
味
深
く
期
待
も
大
き
か
っ
た

私
共
は
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
十
年
の

歴
史
を
も
つ
ベ
ッ
ク
ド
ル
フ
の
村
長
で

あ
り
、
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
の
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
し
て
い
る
ビ
ー
ガ
ズ
さ
ん
に

現
場
の
活
動
状
況
を
見
学
し
な
が
ら
説

明
を
受
け
た
。

一
、
発
想

金
銭
を
扱
う
銀
行
は
金
を
預
り
他

人
に
貸
し
、
預
け
た
人
は
い
つ
で
も
必

要
な
時
に
払
い
も
ど
し
を
し
て
利
用
で

き
る
。
又
借
り
る
こ
と
も
で
き
る
。
農

業
機
械
作
業
で
も
そ
れ
と
似
た
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
な
の
か
？
。

そ
こ
か
ら
う
ま
れ
た
も
の
が
マ
シ
ー

ネ
ン
リ
ン
グ
（
農
業
機
械
銀
行
）
で
あ

る
。

二
、
内
容

例
え
ば
、
稲
作
に
お
い
て
高
性
能

な
ト
ラ
ク
タ
ー
を
所
有
す
る
も
の
が
、

耕
起
整
地
作
業
を
自
己
の
経
営
を
こ
え

て
他
の
ほ
場
ま
で
受
託
作
業
を
し
て
、

そ
の
機
械
の
作
業
能
力
を
発
揮
さ
せ
る

又
、
田
植
機
を
所
有
す
る
も
の
は
、
委

託
す
る
農
家
の
田
植
作
業
を
受
託
す
る

や
り
方
で
あ
る
ざ
そ
の
運
営
を
円
滑
に

’二Ｉに

谷
肇
灘’
す
る
為
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
銀
行
管
理

者
）
が
受
託
、
委
託
作
業
の
情
報
を
集

め
、
よ
り
的
確
に
仲
介
あ
っ
せ
ん
を
行

な
う
。
鐸
た
精
算
も
行
な
う
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
を
組
織
化
し
た
も
の
で
あ
る

ビ
ガ
ー
ズ
さ
ん
の
話
し
に
よ
れ
ば
、

マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ
設
立
前
は
わ
が
国

と
同
じ
く
、
個
人
が
農
家
の
経
済
を
越

え
る
ほ
ど
の
高
性
能
な
機
械
を
沢
山
買

》
い
、
機
械
の
為
に
農
業
を
し
て
い
る
よ

一
う
な
経
営
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

〃
で
共
同
購
入
、
共
同
利
用
が
進
ん
だ
が

い
そ
れ
も
壁
に
あ
た
り
、
考
え
ら
れ
た
の

が
組
織
化
さ
れ
た
マ
シ
ー
ネ
ン
リ
ン
グ

酷
だ
そ
う
で
す
。

一
現
在
の
我
国
は
、
ち
ょ
う
ど
マ
シ
ー

』
ネ
ン
リ
ン
グ
設
立
前
の
時
期
に
当
る
の

↑
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私
達
も
応
用
す

》
る
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

、
た
。

金木普及所生活改善班

見
栄
や
無
駄
を
な
く
し
、
農
繁
期
の

栄
養
確
保
と
主
婦
の
負
担
を
軽
く
す
る

た
め
に
、
金
木
町
で
は
初
め
て
の
共
同

炊
事
が
昨
年
嘉
瀬
の
有
志
で
実
施
さ
れ

好
評
で
し
た
が
、
今
年
は
二
年
目
、
更

に
大
き
く
な
っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

又
、
昨
年
の
成
果
を
き
い
た
喜
良
市

の
主
婦
た
ち
も
、
何
度
か
話
し
合
い
を

重
ね
た
上
で
、
と
う
と
う
実
施
に
ふ
み

き
り
ま
し
た
。
勿
論
、
嘉
瀬
の
人
達
の

応
援
が
あ
っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。
社
教
や
役
場
、
農
協
か
ら

も
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
町
長
さ
ん
か

ら
も
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た

実
施
し
て
み
て
、
「
最
初
は
反
対
さ

れ
た
け
ど
、
参
加
し
て
本
当
に
上
か
つ

た
ご
「
気
苦
労
が
な
い
だ
け
で
も
い
い

の
に
、
食
事
が
楽
し
み
で
作
業
が
は
か

ど
っ
た
。
」
な
ど
と
大
好
評
で
し
た
。

し
か
し
反
面
、
規
模
が
大
き
く
な
っ

て
く
る
に
つ
れ
、
又
、
二
年
目
と
い
う

こ
と
か
ら
い
く
つ
か
の
新
た
な
問
題
も

生
じ
て
き
ま
し
た
。

一

一
、
自
分
達
で
運
徹
し
て
い
る
と
い

う
意
識
が
欠
け
て
き
て
い
る

（
仕
出
し
屋
に
注
文
す
る
よ
う
に

頼
み
っ
放
し
の
傾
向
が
強
い
）

二
、
責
任
者
や
炊
事
婦
の
負
担
が
大

き
く
疲
労
が
ひ
ど
い

（
施
投
や
炊
事
婦
の
処
理
能
力

の
限
界
）

三
、
食
器
や
大
堂
炊
事
用
設
備
器
具

の
不
足

四
、
材
料
調
達
の
工
夫

（
野
菜
の
分
担
作
付
、
ハ
ウ
ス
の

活
用
、
農
協
冷
蔵
庫
の
活
用
）

五
、
田
植
時
間
の
検
討

反
省
会
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
話
し

合
い
、
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に

地
域
毎
に
共
炊
の
推
進
委
員
を
き
め
る

な
ど
、
部
落
ぐ
る
み
の
運
動
に
発
展
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
話
し
合
い
の
中
で
は
、

虚
礼
の
廃
止
等
も
話
題
に
な
り
、
お
母

ち
ゃ
ん
た
ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
後

新
生
活
運
動
へ
と
ひ
き
つ
が
れ
て
い
く

着
実
な
動
き
を
み
せ
て
い
ま
す
。

幼
一
岫

哩
｝
、

謹
暉

岻
一
》

一
一

型
朋

・
剛
一
叩

面
Ⅱ

｝
班
祁

則
脚
加
時
施
加
型
帥
理
帖

肥
・
鈍

詫
川
耶
叫
茄
仙

己
・
呈
匹

琵
塊

語
加

訂
｝
那

守
凸
ｌ

開
．
縄

亜
Ⅱ

王
・
・
別

》
一
輌

詩
酩
二

唄
一
▽
｜

》
圭
一

頓
伐
蜂
神
齢
叶
僻
時
６
８

一
一
一

酎
一
◆
令
①
今
Ｑ
◆
御
竹
”
持
分
Ｂ
隣
寿

ト
マ
レ

庇
二
唖

》
』
》

翠
岸

一
程
一 螂 鷺…鯉＝
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役
場
の
駐
車
場

使
用
に
つ
い
て

近
年
、
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

普
及
に
よ
り
、
役
場
の
駐
車
場
は
車
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
す
と

役
場
へ
用
聯
が
あ
っ
て
き
た
方
左
の
車

が
お
か
れ
ま
せ
ん
の
で
、
駐
車
中
の
車

が
は
た
し
て
役
場
へ
の
用
事
で
と
め
て

あ
る
の
か
調
べ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
で
も
す

む
よ
う
に
、
役
場
へ
用
事
の
な
い
方
は

駐
車
場
の
使
用
を
御
遠
忠
下
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
通
信
溝
座
は
労
働
省
が
中
堅
技

能
労
働
者
の
技
能
育
成
の
一
環
と
し
て

昭
和
四
十
一
年
よ
り
開
設
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
今
日
、
生
産
現
場
で
働
く

方
有
に
技
能
の
裏
付
け
と
な
る
専
門
知

識
を
与
え
、
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め

の
職
業
訓
練
法
に
基
づ
く
二
級
技
能
士

訓
練
課
程
の
通
信
講
座
で
す
。
受
講
希

望
者
は
左
記
に
よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
０
，
募
集
職
種
機
械
科
、
鋳
鉄
鋳
物
科

木
型
科
、
金
属
塗
装
科
、
建
築
科
、
家

具
木
工
科
、
建
築
途
装
科
、
洋
服
科
、

凸
版
印
刷
科
、
時
計
修
理
科
、
板
金
科

刑
気
メ
ッ
キ
科
、
ブ
ロ
ッ
ク
建
築
科
、

広
告
美
術
科
、
活
版
整
版
科
、
機
械
製

図
科
、
配
管
科
、
左
官
科
、
タ
イ
ル
張

蒔
由
Ｍ
師
迅
風
買
面
面
恥
圃

技
能
士
に
な
り
た
い
方
へ

二
級
技
能
士
訓
練
課
程
通
信
制
講
座

』
｜

「
あ
な
た
の
提
案
箱
」
へ

あ
な
た
も
一
言
ど
う
ぞ
／

金
木
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
方
の

ご
意
見
や
ご
希
望
、
苦
情
な
ど
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
役
場
入
口
の
町
民
ホ
ー

ル
に
「
あ
な
た
の
提
案
箱
」
を
取
り
つ

け
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
投

野
し
て
下
さ
い
。

会
合
に
担
当
者
が

出
席
し
藍
す

部
落
集
会
、
町
内
会
な
ど
が
開
か
れ

る
と
き
、
前
も
っ
て
役
場
に
ご
連
絡
く

だ
さ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
ま
し
て
町
長

は
じ
め
、
担
当
の
者
が
そ
の
会
合
に
お

仲
間
入
り
し
、
ご
要
望
や
ご
相
談
に
応

じ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご

遠
眼
な
く
ご
連
絡
下
さ
い
。

り
科
、
横
編
み
メ
リ
ヤ
ス
科
、
オ
フ
セ

ッ
ト
印
刷
科
な
ど
。

◎
受
講
料
四
、
○
○
○
円
（
教
科
書

指
導
跡
な
ど
）

、
期
間
一
ヶ
年

、
特
典
修
了
者
に
は
、
受
講
し
た
職

種
の
二
級
技
能
検
定
に
お
け
る
学
科

試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

。
申
込
み
随
時
（
訓
練
開
始
は
年
四

回
に
区
分
さ
れ
ま
す
）

※
詳
し
い
こ
と
は
左
記
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

青
森
市
中
央
三
丁
目
二
十
番
二
号

青
森
総
合
高
等
職
業
訓
練
校

（
青
森
局
三
四
‐
五
一
五
四
）

ご
艇
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
六
月
届
出
分
）

浅
田
嗣
巳
（
正
一
長
男
）
金
木

三
上
清
虎
（
清
久
３
男
）
神
原

小
林
猛
（
利
勝
長
男
）
金
木

土
岐
進
栄
（
保
友
２
男
）
班
瀬

斎
藤
純
也
（
威
志
２
男
）
淵
瀬

角
田
穂
波
（
登
長
女
）
金
木

原
田
治
（
清
治
長
男
）
嘉
瀬

津
島
真
由
子
（
照
光
長
女
）
金
木

■
■
■
■
■
■
■
Ｃ
ｅ
三
■
■
■
■
口
●
口
■
凸
■
■
■
■
■
・
■
■
・
■
■
■
■
■
■
・
■
■
■
■
■
■
■
句
・
凸
■
■
■
■
■
■
凸
■
凸
Ｐ
凸
■
■
■
■
■

選挙人名簿

定時登録のお知らせ

縦覧期間9月11日～9月15日

』

毎
年
九
川
一
日
現
圧
で
、
選
挙
人
名

騨
に
遜
録
さ
れ
る
資
格
を
有
す
る
者
を

調
査
し
、
全
月
十
日
に
登
録
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
、
一
度
登
録
さ
れ
る

と
、
死
亡
し
た
り
、
他
市
町
村
に
転
出

し
た
場
合
を
の
ぞ
い
て
、
永
久
に
盗
録

｜’

「
釦
‐

。
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
』
・
色
■
一
■
■
■
■
■
■
■
凸
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
・
●
凸
凸
Ｂ
Ｂ
Ｈ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
今
令
■
句
■
■
■
■
■
Ｐ
ゅ
■
凸
■
■
■
■
■
や
句
■
ぬ
■
■
■
■
８
Ｆ
■
■
三
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
。
ａ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
・
凸
曲
■
■
Ⅲ
Ⅲ
■
一
句

伊
勢
信
吾
（
義
信
長
男
）
嘉
瀬
山
口
芽
久
美
（
善
三
長
女
）
喜
良
市

工
藤
静
子
（
広
長
女
）
金
木
山
口
展
矢
（
幸
一
２
男
）
喜
良
市

蒔
田
美
香
（
明
徳
長
女
）
金
木
白
川
淳
悦
（
節
雄
長
男
）
喜
良
市

木
村
大
樹
（
清
一
３
男
）
金
木
小
松
健
舂
（
光
舂
長
男
）
猟
瀬

川
田
大
希
（
贋
造
長
男
）
金
木
古
川
真
紀
子
（
勇
長
女
）
喜
良
市

野
宮
彰
洋
（
清
長
男
）
金
木
鳴
海
英
樹
（
繁
実
長
男
）
金
木

山
中
幸
樹
（
幸
舂
長
男
）
斑
瀬
／
中
谷
秀
樹
（
博
明
２
男
）
川
倉

前
田
真
希
（
楕
孝
長
女
）
金
木
斎
藤
弘
美
へ
鉱
一
郎
長
男
）
川
倉

白
川
富
美
子
（
栄
之
進
長
女
）
金
木
今
孝
雄
（
清
広
長
男
）
嘉
瀬

今
雅
代
（
研
司
長
女
）
喜
良
市
杉
山
吏
子
（
義
光
２
女
）
金
木

前
田
武
志
（
秀
治
長
男
）
神
原
金
子
富
士
子
（
数
男
２
女
）
金
木

加
藤
直
子
（
修
一
２
女
）
喜
良
市
長
尾
崇
司
（
精
三
長
勢
）
金
木

鈴
木
滴
人
（
一
男
長
男
）
喜
良
市
岡
田
節
孝
（
孝
蔵
長
男
）
喜
良
市

鴫
海
裕
枝
（
俊
明
２
女
）
嘉
瀬
沢
出
明
伸
（
文
則
２
男
）
婦
瀬

秋
元
淳
二
（
義
勝
２
男
）
喜
良
市
桑
田
幸
恵
（
秀
治
長
女
）
喜
良
市

鳴
海
路
也
（
継
存
２
男
）
金
木
佐
藤
正
雄
（
武
雄
３
男
）
喜
良
市

種
市
孝
弘
（
良
孝
３
男
）
金
木
一
松
川
卓
司
（
光
広
長
男
）
嘉
瀬

（
七
月
届
出
分
）
古
川
博
栽
（
松
博
３
男
）
喜
良
市

櫛
引
佳
誉
子
（
宮
太
郎
長
女
）
金
木
石
戸
谷
愛
子
（
秀
勝
２
女
）
金
木

白
川
る
み
子
（
泰
成
長
女
）
川
倉
今
愛
美
（
達
治
長
女
）
喜
良
市

年
令
要
件

昭
和
四
十
九
年
九
月
十
一
日
か
ら
十
五
日
ま
で

縦
覧
期
間
お
よ
び
場
所

金
木
町
役
場
選
挙
管
理
委
員
会
室

薙
録
日
一
昭
和
四
十
九
年
九
月
十
日

録
基
雌
日

’

昭
和
四
十
九
年
九
月
一
日

昭
和
二
十
九
年
九
月
二
日
以
削
の
出
生
者

さ
れ
る
も
の
で
す
。

と
く
に
、
新
し
く
転
入
し
て
き
た
人

や
九
月
一
日
現
在
で
、
満
二
十
才
に
達

す
る
人
で
、
左
記
要
件
に
該
当
す
れ
ば

識
録
さ
れ
ま
す
の
で
、
縦
覧
期
間
内
に

確
認
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

一－~一号＝_一二二=＝ニーーーニーーニニbL-＝._ー_三二二＝ 一－－－－＝ _ －
－－－一

－

（9）

｡.』｡==一._弓■言一二一

〆

ー~一‐萌邑邑一．‐＝＝



戸

1剛ⅢIIIIⅢⅢlll111111111111111111111111illllllllllllllllllllllllllllIIIIIIIIIIIIMIlllllllllllllllllll1111lllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllⅢⅢ|lllllllllllllllllllllllllllllllllllillllllllllllllllllllllllllllllllllllll11Illllll

露露悪藤羅露霊露癌霊薊鳥確菌今關今麟こ真
久れ五由あみ麻
幸美節嫡伸武い年紀秀智和い新よ幸智正鈴満婚周智浩匝す義奈
子満子明子雄子光子男子俊子俊子吾の夫子弘子男§，ド史子子恵之恵美

鮮妙謡卿蕊望溌皿栄彗溌識鶏麗羅蕊蕊§
郎郎美郎全22長長長長長長長

潅錨悪霊鑑躍鑑墨詮患鶏熊蕊さささ号ささ
中茄茄木金琉中金中斑弘藤川鹿喜福嘉大神斑金喜出い

儒瀬瀬臨木瀬号木馬瀬鼎校倉驍償瀬縣瀬木帛騨隷獺鶇溌木市市
〆一、〆一、〆一、〆一へ〆一、〆一、〆一、〆一、〆一、〆一、〆一、〆一ヘーー~／一へ〆一、〆ー~〆一、〆一、

犬工泉海ﾉ1,米吉高山白森吉荒宮桑中藤西小中加灘菊沢中吉藤野成中平角黒牧秋小
飼藤谷堀田谷田関ロ川山崎関下田井元村林谷藤局地出谷原田口出村井出）||田元林
桐留クかヨヤ由せテ久

敏優尚江正聰敏美勝二利静真一つ正シエ睦秀密紀兼つ英範和美栄ツ電美
江登子二子男美雄子一子舂子宏子志子二江隆子男子久子雄子男子雄江治子幸子剛

潅瀧潔翌鵲溌溌誹議蕊寧鴎蕊裟驍誌澗型擬灌
助郎郎助吉助郎エ子郎郎

2長長34長2長6長2長232長長622長32長長3222長2長長2長
女男女男女男女男女男女男女男女男女男女男女男女男女男女男女男女男女勇女男

名川川和金板蒔茨稲川深茄金長喜富金喜新川稲沢木弼川鹿中東板喜湘福喜岐珊長
古歌柳城垣浦野良山良潟垣造児柏京柳良島良阜野
臘倉倉山木町田県村倉町瀬木県巾県木市県倉村部町瀬倉島木部町市瀬県市県瀬県

議手重琴簿

擁 （
噸
酬
す
鉱
毒
飛
雌
作
犠
好
榊
秘
駅
（
長
尾
豊

長
内
ふ
じ
子

（
嶢
酷
華
諏
誰
瀝
睡
窪
鋤
剛
棚
唖
〈
蝿
輝
‐
峨
誠

（
七
月
加
川
分
）
へ
佐
藤
浩

（
耐
燕
睡
殆
錯
蠅
嘔
蜘
岬
形
榊
一
癖
部
秤
却
や

一
州
》
岬
》
鋤
呉
郎
咋
州
恥
嘩
州
一
鋤
雌
チ
画
蹄

（
懸
柾
峠
蝋
憾
澱
禰
難

（
醗
川
偲
子
治
次
長
女
金
木
〈
石
川
孝
弘

一
孵
鯏
灘
総
綱
（
幟
撫

（
”
耐
け
崎
諺
澤
塞
猩
銅
誹
趣
伽

（
蟠
郵
誹
諭
帳
鋤
魎
糾
幅
率
鞭

（
確
証
霊
露
識
潟
押
珊
奉
辨
喝
一

（
非
”
久
劫
癖
垂
郎
張
如
癖
浦
榊
川
海
富
圭

へ
大
橘
雅
明
浩
長
男
再
艮
巾
木
村
さ
か
垂

一
宮
崎
連
子
清
六
２
女
五
所
巾
松
橘
フ
ミ
テ

（
莞
副
田
麺
誕
露
瞬
註
劫
釧
側
稗
細
鍛
恥
雫

鱸
銅
灘
搬
郷
柵
艸
州
砺
岬
露

I

鶏''、｛｜■‘.．‐．:で

、
鋤

（
率
嶋
ふ
じ
歪
画
舛
郎
峰
蝿
準
前
淋

〈
蝿
輝
‐
峨
誠
畷
左
岼
門
醍
幽
蝉
動
耐

垂
難
梛
堯
凱
繼
認
頴

（
僻
一
鉦
木
《
一
、
私
幟
把
恥
郎
皿
銅
誰
手
縣

（
”
雌
チ
珂
認
蝿
雌
助
琳
蝿
鮪
城
蝿

（
跨
山
恥
錐
郷
緬
郷
函
蝿
耀
雌
岬

（
師
屹
醒
郵
雌
啼
醒
蝉
錘
京
神

〈
諏
剛
蝉
謎
疏
識
郎
園
幽
轆
削
淋

（
訓
止
稚
幸
池
四
坪
郎
躍
趣
塞
亜
稗

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（
四
月
届
出
分
）

宮
舘
辰
蔵
（
脚
才
）
喜
良
市

小
野
竹
夫
（
帽
才
）
金
木

富
樫
ヨ
シ
ヱ
（
氾
才
）
班
瀬

三
潟
ヤ
サ
（
門
才
）
川
倉

川
海
富
市
（
郡
才
）
諾
瀬

木
村
さ
か
ゑ
（
訓
才
）
金
木

松
橘
フ
ミ
子
（
“
才
）
金
木

伊
藤
博
之
（
４
才
）
喜
良
市

米
塚
四
郎
（
別
才
）
嘉
瀬

大
橘
百
合
子
（
０
才
）
金
木

商
橘
翌
吉
（
万
才
）
金
木

石
岡
や
さ
（
刊
才
）
金
木

阿
部
た
き
（
馴
才
）
班
瀬

（
五
川
刷
出
分
）

伊
丸
岡
う
よ
（
万
才
）
碑
良
巾

杉
山
金
造
（
脚
才
）
中
柏
木

白
川
ち
よ
（
杷
才
）
金
木

木
下
豊
八
（
刊
才
）
那
瀬

瀧
田
半
蔵
（
開
才
）
淵
瀬

長
谷
川
正
栄
（
２
才
）
那
瀬

三
上
武
男
（
河
才
）
再
良
市

田
中
富
喜
子
（
３
才
）
金
木

今
慶
作
（
氾
才
）
喜
良
市

岡
田
ョ
幸
〕
（
唖
才
）
喜
良
市

今
昭
宵
郎

△
可
ツ
エ

斎
藤
勝
雄

大
橋
き
よ
れ

秋
元
鉄
太
郎

大
橋
位

舛
甚
万
次
郎

横
山
吉
之
助

佐
藤
フ
ジ
エ

神
島
カ
ト

岡
田
初
太
郎

今
清
一

今
常
正

中
村
ふ
み

松
橘
ふ
よ

小
野
み
さ

岩
村
ミ
サ

田
中
国
吉

吉
田
末
大

泉
谷
剪
次
郎

角
田
カ
ッ
エ

成
出
強

秋
谷
清
逸

前
田
武
志

沢
田
ユ
キ

桑
田
水
吉

田
中
を
ぱ

（
六
月
届
出
分
）

一
（
乃
才
）
金
木

《
肌
才
）
金
木

（
馴
才
）
喜
艮
市

（
馴
才
）
粥
瀬

《
加
才
）
金
木

（
０
才
）
沢
部

（
恥
才
）
川
倉

（
柏
才
）
沢
部

一
（
刀
才
）
命
木

（
頑
才
）
金
木

一
（
０
才
）
神
原

（
帽
才
）
開
瀬

（
開
才
）
喜
良
巾

（
囲
才
）
蒔
出

」
（
七
月
届
出
分
）

（
測
才
）
淵
瀬

雫
（
閲
才
）
喜
艮
市

（
卵
才
）
川
倉

（
開
才
）
金
木

（
布
才
）
滞
瀬

（
馴
才
）
富
良
市

（
醐
才
）
痛
瀬

（
臓
才
）
金
木

（
刷
才
）
金
木

（
乃
才
）
掃
瀬

（
馴
才
）
喜
艮
市

（
帥
才
）
喜
良
市

（
加
才
）
淵
瀬
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